
 

  

 

灯創作和食居酒屋・CHEESE ＦＡＣＴＯＲＹ 

１･

２
３
倍
と
い
う
大
き
な
施
設
で

す
。
越
原
氏
は
こ
の
施
設
は
確
実
に
長

野
市
中
心
市
街
地
の
商
業
環
境
に
打
撃

に
な
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
で
は
、

ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
。 

１
つ
は
各
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
。
行

き
た
い
と
思
わ
せ
る
店
が
中
央
通
り
沿

い
に
数
多
く
あ
る
こ
と
で
通
り
沿
い
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
よ
う
に
な

る
。
た
だ
、
こ
れ
に
は
個
店
の
魅
力
度

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
す
。 

２
つ
目
は
中
心
市
街
地
の
再
整
備
。

中
心
市
街
地
は
築

40

年
、

50

年
の

ビ
ル
が
多
く
耐
震
性
の
不
安
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
虫
食
い
状
態
」
で
小
規

模
の
土
地
が
空
き
地
若
し
く
は
未
利
用

地
と
な
る
状
況
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
土
地
の
有
効
活
用
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

昨
年
の
今
頃
は
第
１
回
目
の
緊
急

事
態
宣
言
下
で
恐
々
と
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
営
業
か
ら
始
め
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
夏
ご
ろ
に
は
こ
の
流
行
が

終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
根
拠

無
い
期
待
が
あ
っ
た
が
そ
れ
も
１
年

以
上
と
な
っ
て
く
る
と
流
石
に
「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
？
」
と
い
う

不
安
感
が
漂
っ
て
い
る
。
様
々
な
行

事
が
「
２
年
連
続
中
止
」
と
な
る

中
、
感
染
対
策
を
可
能
な
限
り
対
応

し
て
開
催
に
向
け
て
準
備
す
る
行
事

も
出
て
き
て
い
る
事
は
明
る
い
兆
し

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
そ

う
や
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。 

      

通
常
で
す
と
２
カ
月
に
１
回
程
度
、

有
識
者
を
お
招
き
し
て
の
「
ミ
ニ
講
演

会
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
コ
ロ
ナ

禍
の
折
中
々
実
施
が
難
し
い
た
め
皆
様

に
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
ま
ち

づ
く
り
長
野
の
越
原
照
夫
氏
を
お
招
き

し
て
、
最
近
計
画
が
大
き
く
動
い
て
い

る
須
坂
市
に
建
設
予
定
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
と
そ
の
長
野
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

理
事
会
の
勉
強
会
と
し
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

須
坂
・
長
野
東
イ
ン
タ
ー
近
く
に
建

  

 

第 

期
協
同
組 

合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ 

ン
タ
ー
通
常
総
会 

に
あ
た
り
ご
挨
拶 

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
来
で
す
と
皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
通

常
総
会
を
開
催
し
、
親
し
く
ご
挨
拶
申
し
上

げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う

に
長
野
市
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
多
発
し

て
お
り
、
収
束
の
目
途
も
立
た
ず
更
に
変
異

ウ
イ
ル
ス
が
多
発
の
傾
向
に
あ
り
、
感
染
防

止
の
た
め
、
止
む
を
得
ず
、
書
面
に
よ
る
通

常
総
会
と
し
ま
し
た
事
に
対
し
ご
承
知
下
さ

い
。 昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻

弄
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
善
光
寺
御
開
帳
が

１
年
延
期
と
な
り
諸
準
備
を
し
て
い
た
皆
様

に
は
大
き
な
誤
算
と
な
り
ま
し
た
。 

私
達
商
店
街
を
見
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
飲
食
を
中
心
に
７
店
舗
程

撤
退
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
や
外
出
の

自
粛
、
営
業
時
間
の
短
縮
及
び
制
限
等
に
よ

り
商
店
街
か
ら
人
が
減
り
、
経
済
が
ど
ん
底

に
落
ち
込
み
皆
が
大
変
な
思
い
を
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
組
合
の
事
業
も
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
防

止
の
た
め
に
、
年
度
初
に
計
画
致
し
ま
し
た

「
会
員
意
見
交
換
会
」
「
ミ
ニ
講
演
会
」

「
研
修
会
」
等
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

会
員
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
機
会
が
激
減
し
大
変
残
念
な
結
果
に
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(1) 

設
予
定
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
以
下
イ
オ

ン
モ
ー
ル
須
坂
）
は
当
初
２
０
２
２
年

開
店
の
予
定
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
２
０
２
３
年
開
業
予
定
と
信
濃
毎

日
新
聞
等
で
は
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
は
敷
地
面
積

25

万
㎡
、
売
り
場
面
積
８
万
㎡
、
テ

ナ
ン
ト
数
は
２
４
０
店
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
比
較
対
象
と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル

松
本
が
３
万
４
千
㎡
な
の
で
イ
オ
ン

モ
ー
ル
須
坂
は
そ
の
２･

３
倍
の
規
模

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
長
野
市
の
百
貨

店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
な
が

の
東
急
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
高
田
、

ケ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
里
、
青
木
島
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
パ
ー
ク
、
長
野
駅
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
）
合
わ
せ
て
も
約
６
万
５
千

㎡
。
長
野
市
内
の
主
要
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
て
も
さ
ら
に

な
り
ま
し
た
。 

一
旦
中
止
を
決
め
た
「
第

22

回
如
是
姫

ま
つ
り
」
は
長
野
市
お
よ
び
善
光
寺
の
ご
協

力
に
よ
り
、
例
年
と
趣
向
を
変
え
稚
児
行
列

や
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
止
め
ま
し
た
が
、
善
光

寺
様
と
弥
栄
神
社
様
が
一
緒
に
な
り
、
顕
彰

式
と
悪
疫
退
散
祈
願
を
挙
行
し
ま
し
た
。
短

い
準
備
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
開
催
で
き
、
ご

好
評
を
得
ま
し
た
事
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時

に
、
強
固
な
組
合
の
力
が
発
揮
で
き
た
と
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

本
年
中
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
希
望
が
見
え

て
参
り
、
来
春
の
善
光
寺
御
開
帳
は
諏
訪
の

御
柱
祭
と
同
時
期
の
開
催
に
よ
り
信
州
観
光

が
一
気
に
盛
り
上
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
が
、
私
達
商
店
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
く
隣
接
の
須
坂
市
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
再
来
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の

報
道
が
あ
り
、
長
野
市
の
中
心
市
街
地
の
商

店
街
と
し
て
は
危
機
的
状
況
で
す
。
そ
れ
に

加
え
人
々
の
生
活
様
式
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
も
今
ま
で
の
様
な
ス
タ
イ
ル
に
は
戻
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
事
業
経
営
等
の
見

直
し
を
し
な
け
れ
ば
、
厳
し
い
競
争
に
打
ち

勝
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
一
人
の
力
よ
り
多
く
の
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
知
恵
を
出
し
、
汗
を
流
す
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度
も
皆
様
と
一

緒
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

理
事
長
挨
拶 

 
 

 

中
島 

克
文 

第 

期 

通
常
総
会 

編 

集 

雑 

記 

●
ミ
ニ
講
演
会
【
４
月
】 

講 

師
＝
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
長
野 

常
務
取
締
役 

越
原
照
夫
氏 

実
施
日
＝
令
和
３
年
４
月
７
日
㈬ 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

      

◎
区
長
挨
拶
（
要
旨
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
の

た
め
、
本
年
度
も
書
面
議
決
方
式
に
よ

り
開
催
致
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻
弄
さ
れ
、
区
民
の
皆
様
は
大
変
ご

苦
労
さ
れ
た
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま

す
。 末

広
町
は
、
住
民
票
を
お
持
ち
の
方

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
「
商
売
に
よ
り
町

令
和
３
年
度  

末
広
町
定
時
総
会
の
開
催 

開
催
日
時
＝
令
和
３
年
５
月
26

日
㈬ 

開
催
場
所
＝
協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

会 

員 

数
＝
70

名 

出 

席 

者
＝
当
日
出
席
６
名 

書
面
提
出
者
33

名 

看
做
し
31

名 

議 
 

決
＝
可
と
す
る
者
39

名 

否
と
す
る
者
０
名 

56 

 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
対
策
の
た

め
、
第
56

期
通
常
総
会
は
書
面
議
決
方
式
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

議
案
は
全
て
提
案
通
り
議
決
い
た
し
ま
し
た
。 

か
。
そ
れ
に
は
地
元
の
商
店
街
や
土
地

所
有
者
が
こ
う
い
う
街
に
し
て
い
き
た

い
、
と
言
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
も
積
極
的
に
こ

う
い
う
街
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考

え
を
住
民
に
投
げ
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
訴
え
ま
す
。 

こ
こ
か
ら
は
少
し
編
集
長
の
私
論
。

過
去
、
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講

演
会
を
運
営
し
て
い
て
講
師
の
方
々
か

ら
聞
く
の
は
「
長
野
は
良
い
「
モ
ノ
」

を
持
っ
て
い
る
の
に
活
か
し
切
れ
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
何
度
か
あ

り
ま
し
た
。
一
番
長
野
の
事
を
分
か
っ

て
い
る
は
ず
の
私
達
が
案
外
気
づ
い
て

い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
立

ち
位
置
か
ら
町
を
ど
う
い
う
方
向
へ

も
っ
て
い
く
の
か
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。 

を
活
気
づ
け
る
」
と
同
じ
目
的
を
持
っ

た
方
の
集
り
で
、
心
強
い
町
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
多
く
の

行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
光
が
見
え
、
１
年
延
期
さ

れ
た
善
光
寺
御
開
帳
の
来
春
開
催
に
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
住
民
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
一
丸
と

な
っ
て
目
的
に
進
む
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
厳
し
い
環
境
で
す

が
、
皆
様
と
共
に
歩
み
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
令
和
２
年
度
事
業
・
行
事
報
告 

提
案
通
り
承
認 

◎
令
和
２
年
度 

収
支
決
算
・
祭
典
収
支
決
算 

提
案
通
り
承
認 

◎
令
和
３
年
度 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算 

提
案
通
り
承
認 

 

※
全
提
出
議
案 

書
面
議
決
書
提
出
者 

35

名 

原
案
に
賛
成
35

名 

反
対
０
名 

書
面
議
決
看
做
し
者 

32

名 

原
案
に
賛
成
32

名 

反
対
０
名 

書
面
議
決
反
対
者 

０
名 

会員のお店をあいうえお順で掲載します。 

・チーズフォンデュ 
1,980円 

・とろーりパネチキン 
1,980円 

・韓国風チーズタッカルビ 
2,560円 

・コース料理 
2,800～4,000円 

（料理・飲物込）  
編集長ひと言： 

これでもかと言う位のチー

ズ料理が揃っているCHEESE 

FACTORY さん。チーズ大好

きな方は行きましょう！ 

末広町 1356 Nacs 末広3F 

［HP］www.hotpepper.jp/strJ001227047/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※
総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

第３号議案【債務保証限度額及び借用限度額について】 

・借入金額の限度額  2,000 万円 

・１組合員に対する貸付又は 1 組合員のためにする 

債務保証の金額の限度額 ――→ 出資金の範囲内 
 
第４号議案【役員報酬について】 

年間 800 千円以内 

（役員 年間 750 千円以内） 

（監事 年間  50 千円以内） 
 
第５号議案【賦課金について】 

組合の健全経営の柱は、会員の会費と組合事業か 

ら成り立っているが、主たる収入源の駐車場経営は 

先行き厳しく、現在収入源は駐車場収入の他はテナ 

ント貸付事業のみですが、皆様のご協力により収支 

のバランスを維持している状況です。 

賦課金の見直しについては、平成 18 年度の総会で 

承認されましたが、金額について、現在検討中で 

す。今後更に検討し会員個々に提示したいと考え 

ている。 

◎金額が決定するまでは、今まで通りとします。 

なお、賦課金は６月に徴収します。 

また、徴収後退会しても返金致しません。 
 
第６号議案【その他】 

令和３年度 収支予算 

● 損益計算書 ● 

事 業 費 用 6,480,000 円 

販 売 費 及 
一般管理費 

6,360,000 円 

法人税･住民
税 ･ 事 業 税 

3,100,000 円 

 

事業外収入 350,000 円 

 

合  計 15,940,000 円 

駐車場収入 10,980,000 円 

テ ナ ン ト 
事 業 収 入 

3,840,000 円 

賦課金収入 250,000 円 

助成金収入 520,000 円 

合  計 15,940,000 円 

第５６期通常総会 提出議案（３号～６号） 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

野
市
長
に
贈
呈
し
た
。 

４
．
主
な
活
性
化
促
進
事
業 

・
パ
ル
セ
イ
ロ
活
性
化
委
員
会 

・
善
光
寺
御
開
帳
奉
賛
会
臨
時
総
会 

・
日
本
一
の
門
前
町
大
縁
日
実
行
委
員
会 

・
善
光
寺
口
商
店
会
理
事
長
会
議 

・
善
光
寺
表
参
道
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

・
長
野
市
長
と
の
懇
談
会 

・
中
央
通
り
商
店
会
意
見
交
換
会 

５
．
共
同
売
出
事
業 

・
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
商
店
会
応
募
申
請 

（
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
審
査
停
止
中
） 

６
．
環
境
整
備
事
業 

・
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
の
前
プ
ラ
ン
タ

６
基
に
花
の
植
栽
（
年
４
回
） 

・
末
広
町
内
夏
の
一
斉
清
掃 

・
末
広
町
内
秋
の
一
斉
清
掃 

・
裾
花
川
河
川
清
掃 

７
．
教
育
情
報
事
業
お
よ
び
広
報
事
業 

・
講
演
会
（
２
回
） 

・
意
見
交
換
会 

・
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
「
如 

是
姫
だ
よ
り
」
（
５
回
発
行
） 

８
．
理
事
会
関
係 

 

・
定
例
理
事
会
（
毎
月
１
回
開
催
） 

・
臨
時
理
事
会 

９
．
総
会
等 

・
通
常
総
会 

５
月
29

日 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

書
面
議
決
方
式 

出
席
者
41

名 

（
出
席
者
７
名
、
書
面
出
席
34

名
） 

 
  

１
．
駐
車
場
事
業 

年
度
初
の
４･

５
月
は
、
緊
急
事
態
宣

言
の
影
響
を
受
け
、
駐
車
場
利
用
料
は
対

前
年
35･

５
％
と
激
減
し
た
。
６
月
以
降

徐
々
に
回
復
し
た
が
、
前
年
度
並
み
に
は

回
復
し
な
か
っ
た(
６
月
～
３
月
は
対
前

年
86･

７
％)

。 

利
用
台
数 

 

２
０
，０
２
４
台
／
年 

（
対
前
年
90･
７
％
） 

利
用
料
金
８
，７
０
０
，３
０
０
円
／
年 

（
対
前
年
84･

２
％
） 

２
．
テ
ナ
ン
ト
事
業 

う
ら
ん
貸
付
事
業 

３
．
第
22

回
如
是
姫
ま
つ
り
の
開
催 

令
和
２
年
10

月
17

日
㈰
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
例
年
実
施
し

て
い
る
「
稚
児
行
列
」
「
イ
ベ
ン
ト
」
を

取
り
止
め
、
流
行
病
か
ら
治
癒
し
た
如
是

姫
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
如
是
姫
様

の
顕
彰
式
と
悪
疫
退
散
祈
願
を
善
光
寺
一

山
の
御
住
職
を
お
迎
え
し
、
ま
た
弥
栄
神

社
齋
藤
宮
司
に
よ
る
「
悪
疫
退
散
祈
願
」

を
同
時
に
行
っ
た
。 

こ
の
祭
り
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
善

光
寺
様
・
弥
栄
神
社
様
の
御
厚
意
に
よ
り

「
祈
願
色
紙
」
を
作
成
し
、
祭
壇
に
供

え
、
祭
り
終
了
後
全
会
員
に
配
布
し
た
。 

ま
た
、
当
日
祭
り
会
場
で
、
長
野
市
内

の
医
療
従
事
者
を
支
援
す
る
募
金
活
動
を

行
い
、
後
日
７
５
，
５
１
６
円
を
加
藤
長

た
確
固
た
る
地
盤
の
上
に
立
ち
、
組
織
の
強

化
と
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
次
の
事
業
を

推
進
す
る
。 

   

１
．
販
売
促
進
事
業 

⑴
各
種
団
体
と
協
賛 

⑵
善
光
寺
御
開
帳
の
準
備 

２
．
教
育
情
報
事
業 

⑴
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
「
如 

是
姫
だ
よ
り
」
の
継
続
発
行 

⑵
各
種
団
体
主
催
の
講
演
会
・
研
修
会
へ 

の
参
加 

⑶
ミ
ニ
講
演
会
の
開
催 

⑷
会
員
意
見
交
換
会
の
開
催 

⑸
会
員
の
研
修
会
の
開
催 

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
発
信 

３
．
活
性
化
事
業 

⑴
10

月
10

日
㈰ 

第
23

回
「
如
是
姫 

ま
つ
り
」
の
実
施 

 

⑵
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の 

参
加 

⑶
「
善
光
寺
口
商
店
会
」
と
の
連
携
と
活 

動
の
推
進 

４
．
健
全
経
営
基
盤
の
確
立 

⑴
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
対
策 

⑵
経
費
の
削
減 

た
。 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
１
年
延
期
で
本
年
度
開
催
さ
れ
、
善
光
寺

御
開
帳
も
１
年
延
期
さ
れ
来
年
春
の
開
催
と

な
り
、
来
春
は
善
光
寺
御
開
帳
と
諏
訪
の
御

柱
祭
の
信
州
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開

催
さ
れ
、
長
野
県
の
観
光
と
経
済
の
回
復
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

今
期
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
新
し
い
発
想
で
事
業
を
行
う
事
が
必
要

か
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
会
員
が
一
丸
と

な
っ
て
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
足
腰

を
鍛
え
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
対
応
を
考
え
、

１
３
０
余
年
の
長
き
に
亘
り
諸
先
輩
が
築
い

第
56
期
事
業
報
告 

令和２年度 収支決算 

● 貸借対照表 ● 

資産の部 

流 動 資 産 
固 定 資 産 等 

7,369,638 円 
89,278,726 円 

資 産 合 計 96,648,364 円 

● 損益計算書 ● 

16,652,514 円 

9,693,039 円 

252,000 円 

3,840,000 円 

656,000 円 

2,211,475 円 

16,652,514 円 

駐 車 場 収 入 

賦 課 金 収 入 

テナント事業収入 

助 成 金 収 入 

事 業 外 収 入 

合 計 

5,301,157 円 

1,374,243 円 

5,856,223 円 

9,879 円 

4,111,012 円 

事 業 費 用 

法人税･住民税 
･ 事 業 税 

販 売 費 及 
一 般 管 理 費 

事 業 外 費 用 

当 期 純 利 益 

合 計 

2,039,809 円 
1,280,000 円 

93,328,555 円 

3,319,809 円 

96,648,364 円 

負債の部 

流 動 資 産 
固 定 資 産 等 

負 債 及 び 
純 資 産 合 計 

合 計 

純 資 産 の 部 
合 計 

純資産の部 

後
の
無
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。 

 

コ
ロ
ナ
に
加
え
私
達
組
合
の
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
長
野
市
と
隣
接
す
る
須
坂
市

に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
進
出
が

報
じ
ら
れ
、
長
野
市
中
心
市
街
地
の
危
機
的

な
状
況
で
あ
り
、
加
え
て
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
り
人
々
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
お
り
、
長
年
続

け
て
き
た
事
業
経
営
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。 

 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

見
透
し
が
見
え
回
復
の
希
望
が
出
て
来
ま
し

   

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
の
見
透
し
が
経
た
な
い
う
え
、
更
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
変
異
ウ
イ
ル
ス

の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
状
態
で
新
年
度
を
迎

え
た
。 

 

昨
年
度
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防

止
の
た
め
、
緊
急
事
態
宣
言
や
外
出
自
粛
・

営
業
休
止
・
営
業
時
間
の
短
縮
等
の
要
請
を

受
け
、
会
員
の
皆
様
は
懸
命
な
自
助
努
力
に

よ
り
、
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
た
が
、
依
然

事
業
計
画
の
要
点 

第
57
期
事
業
計
画 

     

【
意
見
】 

ビ
ル
に
入
居
の
居
酒
屋
店
長
よ
り 

・
当
店
前
で
他
の
居
酒
屋
の
キ
ャ
ッ
チ

が
行
わ
れ
、
ビ
ル
の
２
Ｆ
に
あ
る
店
の

前
ま
で
お
客
を
追
っ
て
来
る
。
法
的
に

取
り
締
ま
る
又
は
条
例
等
の
制
定
を
お

願
い
し
た
い
。 

 

【
回
答
】 

①
長
野
市
監
理
課
よ
り 

条
例
を
制
定
す
る
に
は
、
市
民
か
ら

の
声
が
総
意
と
し
て
挙
が
っ
て
来
た

り
、
近
隣
の
町
や
商
店
街
の
足
並
み
が

揃
え
ば
条
例
を
制
定
で
き
る
が
、
現
段

階
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。 

②
長
野
駅
前
交
番
所
長 

条
例
が
無
い
中
で
の
取
り
締
ま
り
は

難
し
い
が
、
強
引
な
客
引
き
等
違
法
と

思
わ
れ
る
行
為
が
あ
れ
ば
通
報
し
て
下

さ
い
。
交
番
員
が
注
意
喚
起
し
ま
す
。 

③
ビ
ル
管
理
者 

キ
ャ
ッ
チ
行
為
者
が
、
１
Ｆ
の
荷
物

置
場
で
待
機
し
喫
煙
し
て
い
る
た
め
、

防
災
・
防
犯
上
で
苦
慮
し
て
い
る
。
警

告
文
の
掲
出
等
を
し
て
不
法
侵
入
で
訴

え
る
こ
と
も
考
え
た
い
。 

第
56
期
通
常
総
会
に
お
け
る 

「
質
問
・
意
見
」
と
回
答 


